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レオナード 
グループシャワー元制御用サーモスタット 

GUSK-425F-JW 型取扱い説明書 
 

■ 概要 

Rada 425F サーモスタットミキシングバルブ(日本水道協会認証品)に、ストレーナー、 

逆止弁、メンテナンスバルブ並びに温度計をアッセンブルしたユニットで、多数の 

シャワーや手洗いに安全で快適な適温水を供給するための元制御用サーモスタット 

ミキシングバルブユニットです。 

ミキシングバルブ、逆止弁、ストレーナー、保守用ボール弁は全て日本水道協会 

認証品です。 

 

■各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 仕様 
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■流量 

流量表を参照下さい｡(流量表は給湯圧力､給水圧力が等しく､混合水温度が給湯温度と給水

温度の中間程度で出口開放時(背圧ゼロ)における出湯量です) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 安全についてのご注意 

サーモスタットミキシングバルブの機能は、たえず安全な温度で温水を供給するこ

とにあります。 

この機能を維持するために次の点をお守り下さい。 

1. メーカーのすすめる設置、運転並びにメンテナンスを行って戴くこと。 

2. 製品の機能を維持するために、定期的にメンテナンスを行うこと。 

3. 本説明書の中に示される使用条件を外れて使用しないこと。 

指示された使用条件外で本製品を連続して使用されますと、機能をそこね、寿命を

短くし、使用者に危険を及ぼすことになりかねます。 

 

■ 注意事項 

ミキシングバルブの機能を述べるために使われる「フェールセーフ」と云う言葉

は正しくもあり、同時に誤解を招くものでもあります。すべてのメカニズムが調

和して機能が絶対的なものであるという意味で「フェールセーフ」を考えるべき

ではありません。 

サーモスタットミキシングバルブは、使用条件の範囲内で設置され、調整され、

使用され、この説明書に従ってメンテされるならば、機能不全は無くならないに 
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しても、最小限に抑えることができます。 

 

サーモスタットミキシングバルブの機能不全（不調）はほとんど全て進行性の性

格をもつものですから、適切な温度チェックと定期的なメンテナンスによって不

調を検知することができます。 

 

取付け、使用に際しては次の点にご注意下さい。 

・取付けに際しては、逆止弁のキャップが上を向くように設置して下さい。 

・1 日の使用時間は 1～6 時間程度を標準使用時間としています。 

・水道水又は飲料に可能な井戸水をご使用下さい。温泉水はご使用になれません。 

・給湯、給水圧力は同圧でご使用下さい。 

・出湯温度と給湯、給水の各温度の差が 15℃以下になると温調特性が降下しはじ

めますので、少なくとも 20℃あることが望まれます。 

 

供給条件や使用条件、あるいは日頃の運転中の温度チェックに関わりなく、使用

者のリスクの大きい施設、例えば病院、老人施設、養護施設、ヘルスケア施設等

においては、ポートスリーブパックあるいは、ポートスリーブパック構成部品、

サーモスタットアッセンブリ―等の主要部品は 3 年を目途に交換する必要があり

ます。 

使用条件が悪い場合は交換インターバルは短くなることがあります。 

 

■ 使用方法 

・給湯,給水が所定の圧力、温度で供給されているか確認して下さい。 

・ユニットの給水,給湯の元バルブ（ボールバルブ）を開いて下さい。 

・温水使用箇所で温水を使用されると、ミキシングバルブで調温された温水が製造

され、適温水が吐出します。 

・温水（混合水）温度を上げるときにはミキシングバルブの温調ノブを反時計方向

（左回し）に、下げるときは時計方向（右回し）に回してください。 

温水出口の温度計を見ながら行って下さい。 

 

 

■ メンテナンス 

●メンテナンスの手順―ポートスリーブ交換 

・添付の「故障診断」を参照し、適切な調整及び部品交換を行って下さい。 
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ポートスリーブパックの交換は下記の方法で行って下さい。 

 

1. 保守用ボールバルブを閉じて、ミキシングバルブに対する給湯、給水を止め 

て下さい。次に出口側を開いてミキシングバルブの残留水を出し、圧力を抜

いて下さい。 

2. 3mm の六角レンチを使って温調ノブ固定ネジを外し、温調ノブ、温度指示リ

ング及びハブを外して下さい。 

3. サークリップを外して下さい。 

4. 8 本のカバービスを外し、カバーを外して下さい。組立の時に元通りに組み

立てられるように、カバーの上のストッパーの位置を確認しておいて下さい。 

5. 温調スピンドルとドライブナット(ドライブメカニズムパック)をカバーから

外して下さい。 

6. サーモスタットを抜き取って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 押えプレートを外し、ポートスリーブ前面の穴にバー(プラスドライバーでも

ストッパー 
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可・最大 6mm)を差し込み、回転させながらポートスリーブパックをボデー

から抜き出して下さい。 

 

 

 

 

 

 

8. 新しいポートスリーブパックの”O”シール部にグリスを塗布し、ボデーに挿入

して、押えプレートを乗せて、2 本のビスで固定して下さい。 

9. サーモスタットをポートスリーブパックの中に納めて下さい。 

10. ドライブメカニズムパックをサーモスタットにはめ、カバーを取付けて下さ

い。（カバーを外した時と同じストッパーの位置であるかを確認のこと） 

11. 8 本のカバービスを均等に締めつけてカバーを固定して下さい。 

12. サークリップをはめて下さい。 

13. 給湯、給水入口のボールバルブを開き、漏れのないことを確認して下さい。 

14. ハブを温調スピンドル先端に入れ、温水を出しながら必要な最高温度が得ら

れるまでスピンドルを回して下さい。（時計方向で温度が下がり、反時計方

向で温度が上がります。） 

15. 必要な最高出湯温度が得られましたら、カバー4、10 で確認したストッパー

にハブ裏側のストップが当って、それ以上反時計方向に回らない位置でハブ

をスピンドルに差し込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16. 必要な温度になるように温調ノブを調整し、使用を開始して下さい。 

ボデーから抜く 

ハブ裏側のストップ 

ストッパー 
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●メンテナンスの手順―逆止弁 

逆止弁のシートに遺物が付着したり、シートが破損した場合逆止弁は正常に働か

なくなり、逆流を起こしてしまいます。 

ミキシングバルブの給水入口の逆止弁の入口側が熱かったり、逆に給湯入口の逆

止弁の入口側が冷たかったりする場合は逆流していると考えられます。 

 

その場合は逆止弁のメンテが必要です。 

メンテは下記の方法で行って下さい。 

1. 給湯、給水の元バルブ（ボールバルブ）を閉じて下さい。 

2. 逆止弁の頭の部分（キャップ）を外し、中の弁体（ケレップ）を取出し、シ

ート面をチェックして下さい。又、ケレップの当り面（テフロン製）もチェッ

クして下さい。各々付着物が付いていれば清掃して下さい。 

3. 逆止弁のシート面にキズが入っていたら、逆止弁を交換することが必要です。 

又、ケレップのテフロン面が損傷している場合はテフロンシートを交換するこ

とが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テフロンシート 
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■添付資料 
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・部品リスト 
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ポートスリーブパック 
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